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【対面式(都医学研講堂):100名】
※メールの場合

件名に「第1回都民講座（対面式希望）」、本文に「氏名（フリガナ）」「電話番号（日中のご連絡先）」「参加希望人数」複数名希望の場合は
「同伴者氏名（フリガナ）」を入力の上、tomin＠igakuken.or.jpまでお申し込みください。

※往復ハガキの場合
「第1回都民講座申込（対面式希望）」と明記の上、「住所」「氏名（フリガナ）」「電話番号」「参加希望人数」複数名希望の場合は「同伴者氏名
（フリガナ）」をご記入いただき、〒156-8506 東京都世田谷区上北沢2-1-6 東京都医学総合研究所 普及広報係宛 までお申し込みください。

【Zoomウェビナー:500名】
https://zoom.us/webinar/register/WN_k7n_z6LOT0migLw3wPG_ig
登録後、確認メールが自動送信されます。確認メールには視聴用URL・注意事項等が記載されていますので、必ず内容をご確認ください。

※ 確認メールが届かない場合は、お手数ですが下記の問合先までお問い合わせください。

※ お申し込み1件につき、1つの端末（パソコン・タブレット・スマートフォン 等）をご使用ください。

※ Zoomが使用できる端末は各自でご用意ください。
アプリのダウンロードやパソコンの設定については研究所ではご案内できませんので、各自でご準備をお願いいたします。

2025年6月12日（木）

【日時】 【会場】オンライン開催および
東京都医学総合研究所 2階講堂

14:30～16:00
・京王線 上北沢駅 徒歩12分

・京王線 八幡山駅 徒歩18分
※お車でのご来所はご遠慮ください。

2025年6月19日（木）

鳥インフルエンザと私たちの暮らし
正しい知識で正しく対応

北海道大学 大学院獣医学研究院長
迫田義博

高病原性鳥インフルエンザウイルスの感染がニワトリなどの家禽、渡り鳥やカラスなどの野鳥、さらに海外ではウシなどの家畜でも

報告され、日本だけでなく世界各国の社会問題になっています。そもそもこの問題の原因はどこにあるのか、どうしてここ数年この

問題が大きくなったのか解説します。その上で、我々人間が畜産業を守る視点、野生動物を守る視点、さらにヒトへの感染を防ぐ

視点からどのような対策が可能か考えていきます。

高病原性鳥インフルエンザウイルス感染
に対する予防と治療の基礎研究

東京都医学総合研究所 感染症医学研究センター
感染制御ユニット ユニットリーダー 安井文彦

毎年冬になると、養鶏場のニワトリなどが高病原性鳥インフルエンザウイルスに感染し、大きな被害を受ける事例が報告されていま

す。ヒトへの感染は稀ですが、世界的には死亡例も確認されており、鳥インフルエンザについて正しい知識を持つことは非常に重要

です。本講座では、北海道大学の迫田教授を講師としてお迎えし、高病原性鳥インフルエンザについて獣医学の視点から解説してい

ただきます。また、都医学研で取り組んできた予防ワクチンや治療薬の研究成果についても紹介します。


